




























































K2O（wt. %） 0.770 1.430 3.980 4.710 4.410 0.003 0.221 2.183 2.805
Th（μg/g） 0.820 9.300 13,200 31.600 26.700 0.029 0.735 4.440 19.500
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図２　２地域の鍾乳洞における放射線量
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論　説
鍾乳洞内における放射線量の測定
値を示す。地上の放射線量は概ね0.15-0.20μ
Sv/hであるのに対し、鍾乳洞内は0.07-0.12μ
Sv/hであった。
４.	 考察
　岩石で囲まれたトンネル内部では放射線量
は高くなることが知られていた。しかし、今
回の測定のように、放射性元素の含有量が低
い石灰岩の鍾乳洞に関しては、逆に放射線量
は低くなることが示された。
　しかし、鍾乳洞周辺の地上部も、ある程度
の範囲は同じ石灰岩で構成されているはずで
ある。それならば、放射線量の低い石灰岩だ
としても、周りを囲まれれば地上部よりは放
射線量が高くなるようにも考えられる。しか
し実際はそうなっていない。その理由として、
放射線量の高い土壌の被覆が考えられる。地
上部の地質は石灰岩や付加体の堆積岩である
が、どちらの鍾乳洞も周囲数km以内に流紋
岩や花崗岩などの放射線量の高い岩石が分布
している。それらの砕屑粒子が河川や風によ
り運ばれ、表面の土壌を構成している可能性
がある。
５.	 まとめ
・放射線量の低い石灰岩で構成される、鍾乳
洞内部の放射線量をガイガーカウンターによ
り測定した。
・その結果、地上部に比べ0.05-0.10μSv/h低
い値を示した。
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